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代位弁済比率関数（dairatio）it　 = 定数項 ＋ a1*信用保証利用率（useratio）it
　  ＋ a2*商業地地価（land_b）it　＋　a3*貸出金利（kinri）it　




信用保証債務残高関数（lgaran）it = 定数項 ＋ b1*貸出残高（lloan）it
  ＋ b2*信用保証利用率（useratio）it ＋ b3*商業地地価（land_b） it 




借入需要関数（lloan）it = 定数項 ＋ c1*信用保証債務残高（lgaran）it
  ＋ c2*倒産件数比率（tousanritsu ）it ＋ c3*信用保証利用率（useratio）it
  ＋ c4*住宅地地価（land_h）it ＋ c5*貸出金利（kinri）it




貸出供給関数（lloan）it = 定数項 ＋ d1*信用保証債務残高（lgaran）it
  ＋ d2*倒産件数比率（tousanritsu）it ＋ d3*信用保証利用率（useratio）it
  ＋ d4*住宅地地価（land_h）it ＋ d5*貸出利ざや（rizaya）it






























































































　　　yit＝ b1x1it＋ b2x2it＋ r1w1i＋ r2w2i＋αi＋υit (4-1)　　　
ここでx1 は時間を通じて変動する説明変数で個別効果αiとは無相関、x2は時間を通じて変動す




計量を得られない。グループ変換を行う場合、r1w1i＋ r2w2iが消えるので r1と r2の推定量が得られな
い。(4-1)式を操作変数法で推定するために、x1itとw1iの操作変数としてx1itとw1iを利用すればよい
が、x2itとw2iの操作変数が必要である。
　Hausman and Taylor [1981]はx2itとw2iの誘導型方程式について次の仮定を置いた。
　　　x2it＝π11 x1it＋π12 w1i＋β i＋ ww1it　  (4-2)　　　
　　 　 (4-3)　　　
　ここで、ここでπ ij は（i, j＝1, 2）は係数で、β iとγ iは主体効果で (4-1)式にある主体効果α iと






















(4-6)式をOLSで推定し、b1とb2の推定量を と とする。仮定より(4-6)式にある説明変数, 









 　　  (4-10)　　　
が得られる。EEEit＝EEi　∀　i , t とし、
　　　  (4-11)　　　
仮定より、w2iはα iと相関するので、(4-11)式をOLSで推計すると一致推定量が得られない。
(4-10)式を操作変数法で推定し、操作変数として とw1iを利用すれば r1と r2の一致推定量が得
られる。
(4-9)式の誤差項の分散を操作変数法で推定したものを とすると、 は (4-12)式にあるσ＊2
の一致推定量になる。　
 　　  　(4-12)　　　
 そこから、
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